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星槎学園高等部 横浜ポートサイド校 校長 望月 展弘よりみなさんへメッセージです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

人を認める 

人を排除しない 

仲間を作る 
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「ゆずり葉」について 

 

 「ゆずり葉」の名は、春に枝先に若葉が出たあと、前年の葉がそれに譲るように落葉するこ

とからつきました。その様子を、親が子を育てて家が代々続いていくように見立てて縁起物と

されています。 

 親から子どもへ 大人から子どもへ受け継いでいくものはたくさんあります。保護者の方と

共に子どもへ伝えていく、という思いで学園通信「ゆずり葉」をつくりました。 

 
横浜ポートサイド校の学園通信 

 

ゆずり葉 
編集：片岡・髙橋 

夢了法師の合格へのチェック 

今月は文化祭、スケート、校外学習など行事が盛りだくさんの月でした。

特に文化祭では自分たちが主体となって活動し、外部の方と接することや

みんなで一つのことをやり遂げる経験を通して一人ひとり大きく成長で

きたと感じています。今回の文化祭をやり遂げたことを自信にして、これ

からも自分のペースで頑張っていきましょう！（髙橋） 

Seisa Africa Asia Bridge 2022 

a.b.が大体同じ意味の文になるよう、空所に適当な１語を入れよ。  

a. He can’t have been ( ) of the murder.  

b. He ( ) have known of the murder. 

11 月 12 日に Seisa Africa Asia Bridge 2022 が開催されました。SAAB とはまだ

まだ知らないアフリカ、アジア、太平洋の島国を知り、お互いを認め合い、そして、つ

ながる“架け橋”となることを目的とした国際交流イベントです。今年度のコンセプト

は引き続き「知繋（ちけい）」。知ること、繋がること、仲間になることを表現する言葉

です。新型コロナウイルス感染防止対策として対面とオンラインを活用したハイブリッ

ト型で実施し、3 年生は入学後初めて現地で体感し、体験を通じて学ぶことができまし

た。１年生と 2 年生は第１校舎からオンラインで繋がり、各教室に移動しながら今回設

けられた 7 チャンネルから各々選択して視聴し、貴重な学びの機会となりました。 

（佐藤） 

 

＠星槎高校 ＠YPS 校舎 

 
オンライン 

ワークショップ 

「感動と感謝」 

 

11 月も終わろうとしているのに、２０℃近くまで気温が上がったり、急激に下がったりと着るものに困ってしまい

ますね。みなさんは風邪などひいていないですか？コロナも第８波が始まっています。引き続き感染対策に関して

は、気を緩めずお願いします。 

 

さて、第１６回秋桜祭（文化祭）はみなさんの協力のお陰で感染者も出さずに無事に終えることができました。ご

協力いただいたかもめの会保護者の方々ありがとうございました。色々と制約がありながらも盛り上がった楽しい

文化祭でした。来校された方々の笑顔もたくさん見ることができて良かったです。アンケートの感想には「コロナ

対策が工夫されていて安心した。」「生徒さんの対応が素晴らしかった。」「装飾やお店のクオリティが高くて驚い

た。」「ミサンガ作りを教えてくれたお兄さんの教え方が上手だった。」といった感想がありました。実行委員のみん

なを中心に本当によく頑張ってくれました。そして実行委員の最後の締めの時に、実行委員長・副実行委員長から

担当してくれた勝又先生にサプライズでプレゼントをする場面がありました。勝又先生の苦労と懸命さをしっかり

生徒が見てくれていて、その感謝を表現してくれました。その光景はとても美しく、感動を与えてくれました。人を

笑顔にできるみなさんは本当にスゴイ！みなさんに感謝です。 

 

今月は皆さんにこの言葉を紹介します。 

 

「笑い声は時代を超え、想像力は年を取らない。そして、夢は永遠のものだ。」 

 

この言葉は、１２月１２日に行くディズニーの生みの親であるウォルト・ディズニーの言葉です。アニメに力を注い

だウォルト・ディズニーは幾度かの倒産の危機を乗り越え、適役だったネズミを主人公に抜擢して大成功を収めま

す。そして“夢”をテーマに大きく発展していきます。適役を主人公に抜擢するという斬新な発想や想像力、そして 

人々の笑顔は時を超え、時代を超えて永遠に繋がっていくものであることをディズニーリゾートを通して、亡き 

現代も伝え続けてくれているのです。そんなことも意識しながらディズニーランドを満喫してみてください。 

 



 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12 月 月間予定 
 

 

 

 

 

日 曜 行事 課外活動 

1 木   

2 金   

3 土  数学検定 

4 日   

5 月   

6 火 後期中間試験➀  

7 水 後期中間試験➁  

8 木   

9 金 星槎 OP クリエイティブ部門  

10 土   

11 日   

12 月 企画授業（東京ディズニーランド）  

13 火 代休（文化祭）  

14 水 専攻  

15 木   

16 金 高等部授業終了  

17 土   

18 日   

19 月 冬期講習➀  

20 火 冬期講習➁  

21 水 冬期講習➂  

22 木   

23 金 FS 授業終了  

24 土   

25 日   

26 月   

27 火   

28 水   

29 木   

30 金   

31 土   

星槎学園高等部 横浜ポートサイド校  星槎高等学校 横浜ポートサイドキャンパス 

横浜市神奈川区栄町８-４   TEL:０４５－４５１－６７５１  FAX:０４５－４５１－６７５５ 

URL http://www.seisagakuen.jp    [星槎学園高等部：横浜ポートサイド校]を参照 

 

狭域通信制高校 
  技能連携校 

※平素の学校運営にあたり、多くの保護者の皆様からご協力を賜り、心より御礼申し上げます。 
今後とも生徒たちのための行事や集まりに皆様の更なるご協力を宜しくお願い申し上げます。 

11 月 9 日に横浜銀行アイスアリーナにてアイススケート授業を行いました。スケート経験者はもちろん、苦手な生

徒も初心者講習を通して勇敢に滑る姿を見ることが出来ました。午前中のみで短い時間ではありましたが、開放感あ

ふれるリンクの上で生徒達が笑いながら楽しむ姿はとても印象的でした。（肥沼） 

1０月 23 日に自治会主催のハロウィンイベン

トが開催されました。本校からはボランティア

として受付やお菓子配り、消毒の仕事などに日

曜日にもかかわらず５名の生徒の皆さんがお手

伝いしてくれました。生徒たちも各々仮装をし

て、集まった子どもたちを楽しませようとコミ

ュニケーションを取っていました。大人から子

どもまで、地域のイベントでは多くの異年齢の

方と交流する機会となりますので、次のチャン

スがあれば是非参加してみてください。（加藤） 

《解答》 

・ignorant ・must 

《解説》 

・murder ＝ 殺人  

・be ignorant of ～ ＝ ～を知らない  

・can’t ＝ はずがない  

・must ＝ 違いない 

10 月 26 日、竹芝にある四季劇場【春】で劇団四季を鑑賞しま

した。今年度の演目は「アナと雪の女王」。大流行したアニメ映画

が原作ということで、ストーリーを知っている生徒も多くいまし

た。オリジナルのアレンジや演者さんによる心に響く声や演技、

舞台全体を使ったプロジェクションマッピング……劇団四季なら

ではの迫力に触れることができました。終演後はみんなでスタン

ディングオベーション！拍手が鳴りやみませんでした。スクリー

ンとは違った生の魅力を存分に感じることができ、よい経験にな

ったことでしょう！（片岡） 


